
民有林補助治山事業

市町村名 地区名

1 福島県 防災林造成 双葉町 双葉
ふたば

福島県

2 福島県 防災林造成 富岡町 富岡
とみおか

福島県

平成２７年度　事前評価実施地区一覧表　
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番号

都道府
県　 名

事　　業　　区　　分
事業実施地区名

事業実施主体
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① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③

①
②
③ 53,824
④ 5,516,983
計 5,570,807
①
②
③ 53,132
④ 7,332,561
計 7,385,693

２　補助事業
   民有林補助治山事業
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所在地 箇所名 ふりがな

総 便 益 Ｂ

種類 （千円）
(1)

3

(3)(3)(2)

○双葉町

平成27年度　新規採択にかかる事前評価実施地区一覧表

総費用
Ｃ

（千円）

分析
結果
Ｂ／Ｃ

チェックリスト

(4) (5)5
1 備考

Ⅰ　必須事項 Ⅱ　優先配慮事項

1 2 3

7 福島県 1 防災林造成

県
番
号
都道府県名

番
号

事業名
4

B BA A A -双葉 ふたば 2,737,000 - AB B A A2.04 ○ ○ A -○ ○

○ B BA A A - - AA -富岡

A

Aとみおか 4,384,260 B B A A○ ○1.68 ○ ○7 福島県 2 防災林造成 富岡町



様式１－２

事 前 の 評 価 個 表

事業名 民有林補助治山事業 都道府県名 福島県

（防災林造成）

事業実施地区名 双葉（ふたば） 事業計画期間 平成27年度～平成36年度（10年間）

関係市町村名 双葉町 事業実施主体 福島県

事業の概要・目的 当地区は福島県双葉町東部の沿岸部に位置し、県道391号線（広野小高線）、

県道254号線（長塚請戸浪江線）や町道・農道などの生活基盤が充実しており、

水田を中心に農業が盛んに営まれている地域である。当地区の海岸防災林は、人

家、田畑等への飛砂や強風等の被害を防止する役割を果たしてきた。

当地区の海岸防災林については、平成23年３月11日の東日本大震災に伴う大規

模な地震・津波により流失・枯損するとともに、林帯地盤が沈下、浸食されるな

どの甚大な被害が発生した。また、保全対象である、人家、県道391号線、県道

254号線等にも甚大な被害が発生した。

一方、海岸防災林は、東日本大震災においても津波エネルギーの減衰や到達時

間の遅延、漂流物の捕捉に一定の効果を発揮したことが確認されており、被災地

の復興を進めるに当たっては、津波による被害軽減の効果も考慮した海岸防災林

の再生を進めることが重要となっている。

このため、林野庁が技術的観点から海岸防災林の再生方針についてとりまとめ

た「今後における海岸防災林の再生について（平成24年２月）」を踏まえ、飛砂

・風害の防備等の災害防止機能に加え、津波による被害軽減の効果を高度に発揮

するため、林帯幅を震災前の50～250ｍから150～250ｍ程度に拡幅するととも

に、植生基盤の整備のための盛土とクロマツを主体とした植栽等を行い海岸防災

林の復旧・再生を図るものである。

・主な事業内容：盛土工331,800㎥、植栽工30.0ｈa

・総事業費：3,327,000千円

費用対効果分析 総 便 益(B) 5,570,807千円

総 費 用(C) 2,737,000千円

分析結果(B/C) 2.04

評価結果 ・必要性： 被災地の復興を進めるに当たり、海岸防災林の飛砂・風害の防備

等の災害防止機能の発揮に加え、津波に対する多重防御の一つとし

て津波被害の軽減効果も考慮した海岸防災林の再生が求められてお

り、事業の必要性が認められる。

・効率性： 本事業は現地の地形・気象条件からみて技術的に妥当な工種や植

栽樹種等により計画されており、また、盛土については津波堆積物

等震災由来の再生資材を活用するとともに、地下水位に応じて盛土

高を計画するなどコスト縮減に努めており、事業の効率性が認めら

れる。

・有効性： 本事業は東日本大震災において海岸防災林が発揮した効果や被災

状況等の調査成果を踏まえ、現地の地形や人家等の保全対象等との

位置関係等に基づき計画したものであり、海岸防災林の再生によ

り、従前の飛砂・風害の防備等の災害防止機能に加え、津波に対す

る被害軽減効果の発揮が見込まれることから、事業の有効性が認め

られる。



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 福島
施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

炭素固定便益 527

風害軽減便益 53,297
保健休養便益
潮害軽減便益 5,516,983

総　便　益    （Ｂ） 5,570,807

2,737,000 千円

5,570,807

2,737,000

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 2.04

便　益　集　計　表
（治山事業）

防災林造成
双葉

大　区　分 備　　　　考

環境保全便益

災害防止便益



様式５

都道府県位置図

評価箇所概要図

地  区 名

福島県

整理番号

事  業 名

地区の概要図（全体計画図）

　防災林造成 　双葉

事業実施区域

保全対象

凡 例

評価箇所

県道長塚請戸浪江線

県道広野小高線

② 保全対象（人家）

① 事業実施区域の状況

１
２

２００ｍ



様式５

評価箇所概要図

整理番号

福島県

事  業 名 　防災林造成 地  区 名 　双葉

防風柵・静砂垣配置図
100m×100m

防風柵
静砂垣

A A’

A’

A’

A

A

県道広野小高線

県道長塚請戸浪江線

防風柵



様式５

評価箇所概要図

整理番号

福島県

事  業 名 　防災林造成 地  区 名 　双葉

A’A

A’A
被災前
平成21年11月撮影

被災後
平成24年1月撮影

防災林造成計画地

(森林被災状況)
平成23年12月撮影



様式１－２

事 前 の 評 価 個 表

事業名 民有林補助治山事業 都道府県名 福島県

（防災林造成）

事業実施地区名 富岡（とみおか） 事業計画期間 平成27年度～平成36年度（10年間）

関係市町村名 富岡町 事業実施主体 福島県

事業の概要・目的 当地区は福島県富岡町東部の沿岸部に位置し、浜通りを南北につなぐ国道６号

線やＪＲ常磐線が近接し、商業施設や住宅地の開発が進んでいる。当地区の海岸

防災林は、人家、田畑等への飛砂や強風等の被害を防止する役割を果たしてき

た。

当地区の海岸防災林については、平成23年３月11日の東日本大震災に伴う大規

模な地震・津波により流失・枯損するとともに、林帯地盤が沈下・侵食されるな

どの甚大な被害が発生した。また、保全対象である、人家、 ＪＲ常磐線、 県道

391号線（広野小高線）、県道163号線（富岡停車場線）等にも甚大な被害が発生

した。

一方、海岸防災林は、東日本大震災においても津波エネルギーの減衰や到達時

間の遅延、漂流物の捕捉に一定の効果を発揮したことが確認されており、被災地

の復興を進めるに当たっては、津波による被害の軽減効果も考慮した海岸防災林

の再生を進めることが重要となっている。

このため、林野庁が技術的観点から海岸防災林の再生方針についてとりまとめ

た「今後における海岸防災林の再生について（平成24年２月）」を踏まえ、飛砂

・風害の防備等の災害防止機能に加え、津波による被害軽減の効果を高度に発揮

するため、林帯幅を震災前の5～20ｍから150～250ｍ程度に拡幅するとともに、

植生基盤の整備のための盛土とクロマツを主体とした植栽等を行い、海岸防災林

の再生を図るものである。

・主な事業内容：盛土工660,000㎥、植栽工33.0ｈa

・総事業費：5,391,000千円

費用対効果分析 総 便 益(B) 7,385,693千円

総 費 用(C) 4,384,260千円

分析結果(B/C) 1.68

評価結果 ・必要性： 被災地の復興を進めるに当たり、海岸防災林の飛砂・風害の防備

等の災害防止機能の発揮に加え、津波に対する多重防御の一つとし

て津波被害の軽減効果も考慮した海岸防災林の再生が求められてお

り、事業の必要性が認められる。

・効率性： 本事業は現地の地形・気象条件からみて技術的に妥当な工種や植

栽樹種等により計画されており、また、盛土については津波堆積物

等震災由来の再生資材を活用するとともに、地下水位に応じて盛土

高を計画するなどコスト縮減に努めており、事業の効率性が認めら

れる。

・有効性： 本事業は東日本大震災において海岸防災林が発揮した効果や被災

状況等の調査成果を踏まえ、現地の地形や人家等の保全対象等との

位置関係等に基づき計画したものであり、海岸防災林の再生によ

り、従前の飛砂・風害の防備等の災害防止機能に加え、津波に対す

る被害軽減効果の発揮が見込まれることから、事業の有効性が認め

られる。



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 福島
施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

環境保全便益 炭素固定便益 506

風害軽減便益 52,626

潮害軽減便益 7,332,561

総　便　益    （Ｂ） 7,385,693

4,384,260 千円

7,385,693

4,384,260

便　益　集　計　表
（治山事業）

防災林造成
富岡

大　区　分 備　　　　考

災害防止便益

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 1.68



様式５

都道府県位置図

評価箇所概要図

地  区 名

福島県

整理番号

事  業 名

地区の概要図（全体計画図）

　防災林造成 　富岡

評価箇所

① 事業実施区域の状況

JR常磐線

県道富岡停車場線

国道6号

県道広野小高線

② 保全対象（人家）

１

２

事業実施区域

保全対象

凡 例

２００ｍ



様式５

評価箇所概要図

整理番号

福島県

事  業 名 　防災林造成 地  区 名 　富岡

A

A

A’

A’

A’A

防風柵・静砂垣配置図
100m×100m

防風柵
静砂垣

JR常磐線

県道富岡停車場線

県道広野小高線

防風柵

河川護岸

河川護岸



様式５

評価箇所概要図

整理番号

福島県

事  業 名 　防災林造成 地  区 名 　富岡

A
A’

被災前

平成21年11月撮影

被災後
平成24年1月撮影A

A’

防災林造成計画地

(宅地被災状況)
平成23年12月撮影



様式２

事 業 名 ： 都道府県名： 福島
施行箇所 ：

（単位：千円）

事業費 現在価値額 事業費 現在価値額

Ｈ２６ × 1.0000
Ｈ２７ 100,000 × 0.9615 96,150
Ｈ２８ 300,000 × 0.9246 277,380
Ｈ２９ 700,000 × 0.8890 622,300
Ｈ３０ 1,000,000 × 0.8548 854,800
Ｈ３１ 1,000,000 × 0.8219 821,900
Ｈ３２ 700,000 × 0.7903 553,210
Ｈ３３ 700,000 × 0.7599 531,930
Ｈ３４ 300,000 × 0.7307 219,210
Ｈ３５ 300,000 × 0.7026 210,780
Ｈ３６ 291,000 × 0.6756 196,600
Ｈ３７ 0 × 0.6496 0
Ｈ３８ 0 × 0.6246 0
Ｈ３９ 0 × 0.6006 0
Ｈ４０ 0 × 0.5775 0
Ｈ４１ 0 × 0.5553 0
Ｈ４２ 0 × 0.5339 0
Ｈ４３ 0 × 0.5134 0
Ｈ４４ 0 × 0.4936 0
Ｈ４５ 0 × 0.4746 0
Ｈ４６ 0 × 0.4564 0
Ｈ４７ 0 × 0.4388 0
Ｈ４８ 0 × 0.4220 0
Ｈ４９ 0 × 0.4057 0
Ｈ５０ 0 × 0.3901 0
Ｈ５１ 0 × 0.3751 0
Ｈ５２ 0 × 0.3607 0
Ｈ５３ 0 × 0.3468 0
Ｈ５４ 0 × 0.3335 0
Ｈ５５ 0 × 0.3207 0
Ｈ５６ 0 × 0.3083 0
Ｈ５７ 0 × 0.2965 0
Ｈ５８ 0 × 0.2851 0
Ｈ５９ 0 × 0.2741 0
Ｈ６０ 0 × 0.2636 0
Ｈ６１ 0 × 0.2534 0
Ｈ６２ 0 × 0.2437 0
Ｈ６３ 0 × 0.2343 0
Ｈ６４ 0 × 0.2253 0
Ｈ６５ 0 × 0.2166 0
Ｈ６６ 0 × 0.2083 0
Ｈ６７ 0 × 0.2003 0
Ｈ６８ 0 × 0.1926 0
Ｈ６９ 0 × 0.1852 0
Ｈ７０ 0 × 0.1780 0
Ｈ７１ 0 × 0.1712 0
Ｈ７２ 0 × 0.1646 0
Ｈ７３ 0 × 0.1583 0
Ｈ７４ 0 × 0.1522 0
Ｈ７５ 0 × 0.1463 0
Ｈ７６ 0 × 0.1407 0
Ｈ７７ 0 × 0.1353 0
Ｈ７８ 0 × 0.1301 0
Ｈ７９ 0 × 0.1251 0
Ｈ８０ 0 × 0.1203 0
Ｈ８１ 0 × 0.1157 0
Ｈ８２ 0 × 0.1112 0
Ｈ８３ 0 × 0.1069 0
Ｈ８４ 0 × 0.1028 0

Ｈ８５ 0 × 0.0989 0

Ｈ８６ 0 × 0.0951 0 合　計
Ｃ＝ 千円

4,384,260
4,384,260

事 業 費 集 計 表
（治山事業）

年度
事　業　費

年度
事　業　費

割引率 割引率

富岡
防災林造成



環境保全便益
　炭素固定便益
　　樹木固定分

Ｙ

44
ｔ 12

ｔ = １

Ｕ： 二酸化炭素に関する原単位（円/CO2-ton)
出典：「二酸化炭素地中貯留技術研究開発成果報告書」（財）地球環境産業技術研究機構（平成18年3月）

V1： 事業を実施しない場合の評価最終年の当該森林の見込蓄積量（m3）
出典：福島県林分材積表

V2： 事業を実施する場合の評価最終年の当該森林の見込蓄積量(m3)
福島県林分材積表

Ｙ： 評価期間

Ｄ ： 容積密度（ ｔ /ｍ 3）

BEF： バイオマス拡大係数（地上部バイオマス量／幹バイオマス量） 樹齢20年越

樹齢20年越

樹齢20年越

Ｒ ： 地上部に対する地下部の比率（ 地下部バイオマス量／ 地上部バイオマス量）

0.5： 植物中の炭素含有率

44/12： 炭素から二酸化炭素への換算係数

年度 社会的割引率 事業効果蓄積 効果額 事業効果蓄積 効果額 事業効果蓄積 効果額 事業効果蓄積 効果額 事業効果蓄積 効果額 効果額 現在価値化

2014 1.0000
2015 0.9615 0.06 0 0 0
2016 0.9246 0.25 2 2 2
2017 0.8890 0.69 5 5 4
2018 0.8548 1.33 10 10 9
2019 0.8219 1.98 15 15 12
2020 0.7903 2.44 19 19 15
2021 0.7599 2.91 23 23 17
2022 0.7307 3.12 24 24 18
2023 0.7026 3.33 26 26 18
2024 0.6756 3.54 27 27 18
2025 0.6496 3.54 27 27 18
2026 0.6246 3.54 27 27 17
2027 0.6006 3.54 27 27 16
2028 0.5775 3.54 27 27 16
2029 0.5553 3.54 27 27 15
2030 0.5339 3.54 27 27 14
2031 0.5134 3.54 27 27 14
2032 0.4936 3.54 27 27 13
2033 0.4746 3.54 27 27 13
2034 0.4564 3.54 27 27 12
2035 0.4388 3.54 27 27 12
2036 0.4220 3.54 27 27 11
2037 0.4057 3.54 27 27 11
2038 0.3901 3.54 27 27 11
2039 0.3751 3.54 27 27 10
2040 0.3607 3.54 27 27 10
2041 0.3468 3.54 27 27 9
2042 0.3335 3.54 27 27 9
2043 0.3207 3.54 27 27 9
2044 0.3083 3.54 27 27 8
2045 0.2965 3.54 27 27 8
2046 0.2851 3.54 27 27 8
2047 0.2741 3.54 27 27 7
2048 0.2636 3.54 27 27 7
2049 0.2534 3.54 27 27 7
2050 0.2437 3.54 27 27 7
2051 0.2343 3.54 27 27 6
2052 0.2253 3.54 27 27 6

アカマツ 0.26

0

0

0

0

アカマツ 1.23

0

アカマツ 合計

出典：「日本国温室効果ガスインベントリ報告書」（2014年４月） 温室効果ガ
スインベントリオフィス（GIO）編

0
0

出典：「日本国温室効果ガスインベントリ報告書」（2014年４月） 温室効果ガ
スインベントリオフィス（GIO）編

0
0

出典：「日本国温室効果ガスインベントリ報告書」（2014年４月） 温室効果ガ
スインベントリオフィス（GIO）編

0
0

0

0

アカマツ 0.451

0

0

60

0

0
0

アカマツ 別途

506

0

6,046

アカマツ
0

別途

Ｂ＝ Σ × Ｄ × BEF × （ １ ＋ Ｒ ） × 0.5 × ×Ｕ
　Ｙ×（１＋ｉ）

Ｖ2－Ｖ1



2053 0.2166 3.54 27 27 6
2054 0.2083 3.54 27 27 6
2055 0.2003 3.54 27 27 5
2056 0.1926 3.54 27 27 5
2057 0.1852 3.54 27 27 5
2058 0.1780 3.54 27 27 5
2059 0.1712 3.54 27 27 5
2060 0.1646 3.54 27 27 4
2061 0.1583 3.54 27 27 4
2062 0.1522 3.54 27 27 4
2063 0.1463 3.54 27 27 4
2064 0.1407 3.54 27 27 4
2065 0.1353 3.54 27 27 4
2066 0.1301 3.54 27 27 4
2067 0.1251 3.54 27 27 3
2068 0.1203 3.54 27 27 3
2069 0.1157 3.54 27 27 3
2070 0.1112 3.54 27 27 3
2071 0.1069 3.54 27 27 3
2072 0.1028 3.54 27 27 3
2073 0.0989 3.54 27 27 3
2074 0.0951 3.54 27 27 3

合計 506



環境保全便益
　風害軽減便益

T-1 Y

ｔ ｔ
ｔ = １ ｔ =T

Ｈ１： 事業実施前の平均樹高
平成２４年度東日本大震災による海岸林被害報告書

Ｈ２： 事業実施後の平均樹高
出典：福島県林分材積表

Ｌ： 風向に直角方向に分布する森林延長

Ｙ： 評価期間

Ｔ ： 事業実施後成林するまでの年数

Ｕ ： 防風ネット年間単価（円／ｍ２）
出典：「建設物価」（建設物価調査会）「積算資料」（経済調査会）(H26.4)

年度 社会的割引率 対象効果率 効果額 現在価値化

2014 1.0000
2015 0.9615 0.0026 16 15
2016 0.9246 0.0079 47 43
2017 0.8890 0.0158 94 84
2018 0.8548 0.0263 157 134
2019 0.8219 0.0395 236 194
2020 0.7903 0.0553 331 262
2021 0.7599 0.0737 441 335
2022 0.7307 0.0947 566 414
2023 0.7026 0.1184 708 497
2024 0.6756 0.1447 865 584
2025 0.6496 0.1711 1,023 665
2026 0.6246 0.1974 1,180 737
2027 0.6006 0.2237 1,338 804
2028 0.5775 0.2500 1,495 863
2029 0.5553 0.2763 1,652 917
2030 0.5339 0.3026 1,809 966
2031 0.5134 0.3289 1,966 1,009
2032 0.4936 0.3553 2,124 1,048
2033 0.4746 0.3816 2,282 1,083
2034 0.4564 0.4079 2,439 1,113
2035 0.4388 0.4342 2,596 1,139
2036 0.4220 0.4605 2,753 1,162
2037 0.4057 0.4868 2,911 1,181
2038 0.3901 0.5132 3,068 1,197
2039 0.3751 0.5395 3,226 1,210
2040 0.3607 0.5658 3,383 1,220
2041 0.3468 0.5921 3,540 1,228
2042 0.3335 0.6184 3,697 1,233
2043 0.3207 0.6447 3,855 1,236
2044 0.3083 0.6711 4,013 1,237
2045 0.2965 0.6974 4,170 1,236
2046 0.2851 0.7237 4,327 1,234
2047 0.2741 0.7500 4,484 1,229
2048 0.2636 0.7763 4,641 1,223
2049 0.2534 0.8026 4,799 1,216
2050 0.2437 0.8289 4,956 1,208
2051 0.2343 0.8553 5,114 1,198
2052 0.2253 0.8816 5,271 1,188
2053 0.2166 0.9053 5,413 1,172
2054 0.2083 0.9263 5,538 1,154
2055 0.2003 0.9447 5,648 1,131
2056 0.1926 0.9605 5,743 1,106
2057 0.1852 0.9737 5,822 1,078
2058 0.1780 0.9842 5,885 1,048
2059 0.1712 0.9921 5,932 1,016
2060 0.1646 0.9974 5,963 982
2061 0.1583 1.0000 5,979 946
2062 0.1522 1.0000 5,979 910
2063 0.1463 1.0000 5,979 875
2064 0.1407 1.0000 5,979 841
2065 0.1353 1.0000 5,979 809
2066 0.1301 1.0000 5,979 778
2067 0.1251 1.0000 5,979 748
2068 0.1203 1.0000 5,979 719
2069 0.1157 1.0000 5,979 692
2070 0.1112 1.0000 5,979 665
2071 0.1069 1.0000 5,979 639
2072 0.1028 1.0000 5,979 615
2073 0.0989 1.0000 5,979 591
2074 0.0951 1.0000 5,979 569

1,993

（１＋ｉ）

0

15

200

60

38

52,626

t 1
（ Ｈ 1- Ｈ 2) × Ｌ × ＵＢ＝ Σ ＋ Σ ×

　Ｔ×（１＋ｉ）



合計 52,626



災害防止便益
　潮害軽減便益

T-1 Y

ｔ ｔ
ｔ = １ ｔ =T

Ｄ： 年間の高潮等による建物や資産の被害想定額
出典：福島県資料

Ｒ： 年間高潮等発生率

Ｔ： 整備期間（便益の算出に当たっては､整備期間までの事業費の合計を用いている。）

ｔ： 経過年数（便益の算出に当たっては､各年度の事業費の累計を用いている。）

Ｙ： 評価期間

年度 社会的割引率 t/T 効果額 現在価値化

2014 1.0000
2015 0.9615 0.0185 7,228 6,950
2016 0.9246 0.0742 28,989 26,803
2017 0.8890 0.2040 79,700 70,853
2018 0.8548 0.3895 152,172 130,077
2019 0.8219 0.5750 224,644 184,635
2020 0.7903 0.7049 275,394 217,644
2021 0.7599 0.8347 326,105 247,807
2022 0.7307 0.8904 347,867 254,186
2023 0.7026 0.9460 369,589 259,673
2024 0.6756 1.0000 390,686 263,947
2025 0.6496 1.0000 390,686 253,790
2026 0.6246 1.0000 390,686 244,022
2027 0.6006 1.0000 390,686 234,646
2028 0.5775 1.0000 390,686 225,621
2029 0.5553 1.0000 390,686 216,948
2030 0.5339 1.0000 390,686 208,587
2031 0.5134 1.0000 390,686 200,578
2032 0.4936 1.0000 390,686 192,843
2033 0.4746 1.0000 390,686 185,420
2034 0.4564 1.0000 390,686 178,309
2035 0.4388 1.0000 390,686 171,433
2036 0.4220 1.0000 390,686 164,869
2037 0.4057 1.0000 390,686 158,501
2038 0.3901 1.0000 390,686 152,407
2039 0.3751 1.0000 390,686 146,546
2040 0.3607 1.0000 390,686 140,920
2041 0.3468 1.0000 390,686 135,490
2042 0.3335 1.0000 390,686 130,294
2043 0.3207 1.0000 390,686 125,293
2044 0.3083 1.0000 390,686 120,448
2045 0.2965 1.0000 390,686 115,838
2046 0.2851 1.0000 390,686 111,385
2047 0.2741 1.0000 390,686 107,087
2048 0.2636 1.0000 390,686 102,985
2049 0.2534 1.0000 390,686 99,000
2050 0.2437 1.0000 390,686 95,210
2051 0.2343 1.0000 390,686 91,538
2052 0.2253 1.0000 390,686 88,022
2053 0.2166 1.0000 390,686 84,623
2054 0.2083 1.0000 390,686 81,380
2055 0.2003 1.0000 390,686 78,254
2056 0.1926 1.0000 390,686 75,246
2057 0.1852 1.0000 390,686 72,355
2058 0.1780 1.0000 390,686 69,542
2059 0.1712 1.0000 390,686 66,885
2060 0.1646 1.0000 390,686 64,307
2061 0.1583 1.0000 390,686 61,846
2062 0.1522 1.0000 390,686 59,462
2063 0.1463 1.0000 390,686 57,157
2064 0.1407 1.0000 390,686 54,970
2065 0.1353 1.0000 390,686 52,860
2066 0.1301 1.0000 390,686 50,828
2067 0.1251 1.0000 390,686 48,875
2068 0.1203 1.0000 390,686 47,000
2069 0.1157 1.0000 390,686 45,202
2070 0.1112 1.0000 390,686 43,444
2071 0.1069 1.0000 390,686 41,764
2072 0.1028 1.0000 390,686 40,163
2073 0.0989 1.0000 390,686 38,639
2074 0.0951 1.0000 390,686 37,154

390,685,655

1.000

10

60

7,332,561

t 1
Ｄ × ＲＢ＝ Σ ＋ Σ ×

　Ｔ×（１＋ｉ） （１＋ｉ）



合計 7,332,561
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